
総合評価方式一般競争入札における低入札価格調査制度の実施について 

 

現在、水道局においては、建設工事におけるダンピング対策として、最低制限価格制度

を採用しておりますが、建設工事の一般競争入札のうち、総合評価方式で行うものについ

ては、令和３年４月から、低入札価格調査制度を適用して落札者を決定することとしまし

た。 

 

１ 制度の内容 

⑴ 対象工事 

総合評価方式一般競争入札による建設工事 

（最低制限価格制度 → 【新規導入】低入札価格調査制度） 

⑵ 適用時期 

令和３年４月１日 

⑶ 低入札価格調査制度と最低制限価格制度の違い 

最低制限価格制度 低入札価格調査制度 

最低制限価格を設定し、その価格を

下回る入札を行ったものを「落札者と

しない」制度です。 

 

調査基準価格と失格基準を設定し、

両基準の間の入札を行ったものについ

て低入札価格調査を行い、当該契約の

内容に適合した履行がされない恐れが

あると認められる場合には、当該入札

者を落札者としない制度です。 

 

 

「最低制限価格制度」と「低入札価格調査制度」の比較（ イメージ図） 

  

A　2億4,800万円

B　2億3,000万円

C　2億　 50万円

最低制限価格

低入札調査基準価格

D　1億9,800万円

E　1億9,100万円

F　1億8,900万円

2億円

予定価格 2億5,000万円

失格基準価格 1億9,000万円

この範囲内で入札した者のうち、最も

入札金額の低いものを落札者とする。

C者が落札者

この範囲内で入札があった場合、調査

により落札者を決定する。

最も低い入札をした者から調査

E者 → D者

失　格

失　格

最低制限価格制度 低入札価格調査制度

失格基準 

評価値(※)が最も高い者から調査 

※ 評価値は、入札参加者が提出した申請書等に基づき各評価項目を点数化した技術評価点を

入札参加者の入札金額で除して得た数値。 



２ 調査基準価格について 

調査基準価格は、契約の内容に適合した履行がされない恐れがあるかどうかについ

て、又は契約を締結することが、公正な取引の秩序を乱すこととなる恐れがあって、著

しく不適当であるかどうかについて調査を行う必要を認める基準となる価格として定め

るものです。 

＜調査基準価格＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 失格基準について 

失格基準は、当該契約の内容に適合した履行がされない恐れがあると判断する基準で

す。 

総合評価で評価値の最も高い者の入札金額が調査基準価格を下回っている場合、入札

書と共に提出した工事費内訳明細書における工事費構成費目が各工事費構成費目に応じ

た失格基準を下回る場合は「失格」とします。 

＜失格基準価格＞ 

 

 

 

 

 

 

４ 低入札価格調査の方法 

総合評価方式における低入札価格調査は次のとおり実施します。 

①  工事担当課から調査対象者となったものに対して、低入札価格調査にかかる資

料（以下「調査資料」という。）の提出を依頼します。 

②  調査対象者は、ホームページから必要な様式をダウンロードし、調査資料を作

成します。 

③ 工事担当課は、提出された資料を基に調査を行います。 

なお、調査に必要な場合は、ヒアリングを行うほか、追加資料の提出等を求める

ことがあります。 

また、調査対象者がヒアリングに協力的でない場合、または調査資料及び追加資

料の提出を求めた場合において、指定した日時までに提出がない場合は、調査対象

者を「失格」とします。 

 

（設定基準） 

  直接工事費  × 97％  

共通仮設費  × 90％ 

  現場管理費  × 90％ 

  一般管理費等 × 68％ 

（設定範囲） 

 予定価格のおおむね 85～92％ 

（設定基準） 

  直接工事費  × 92％  

共通仮設費  × 85％ 

  現場管理費  × 85％ 

  一般管理費等 × 63％ 

令和４年４月１日より、調査基準価

格の一般管理費等の算入率を「55％」

から「68％」に変更します。 

令和４年４月１日より、失格基準の

一般管理費等の算入率を「50％」から

「63％」に変更します。 



④  調査の結果を受けて開催するいわき市水道局業者等選定委員会等において審議

の結果、契約の内容に適合した履行が確保されると認められるときは、調査対象

者を落札者とします。 

なお、調査又は、審議の結果、契約の内容に適合した履行が確保できないと認め

られるときは、調査対象者を「失格」とします。 

⑤  ③及び④において調査対象者を「失格」とした場合は、調査対象者の次に評価

値が高い入札者（以下「次順位者」という。）を落札者とします。 

ただし、次順位者の入札金額が調査基準価格を下回っている場合は、次順位者を

調査対象者として低入札価格調査を行い、以下落札者が決定するまで同様の調査を

行います。 

 

５ 開札後の流れ 

総合評価方式における開札後の流れは次のとおりです。 

なお、総合評価で評価値の最も高い入札者の入札価格が調査基準価格以上のときは、

低入札価格調査は行いません。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お問い合わせ先】 

いわき水道局総務課 管財契約係  電話22-9315 

開札 

 

失格基準調査 

 

落札候補者の決定 

 

低入札価格調査 

 

審議 

 

落札決定 

 

 

 評価値の最も高い入札者の入札価格が調査基準価
格を下回った場合は、当該入札者から提出された
工事費内訳明細書が各工事費構成費目に応じた失
格基準を上回るか確認をします。 

※ 失格基準については「３ 失格基準について」
のとおりです。 

 失格基準を下回った場合は失格とします。 

 「４ 低入札価格調査の方法」のとおり実施しま
す。 

※ 追加資料の提出を求める場合等、調査期間が長
くなる場合があります。 

 調査結果について審議します。 
 契約の内容に適合した履行がなされると認められ

る場合は、落札者と決定します。 
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 ・・・低入札価格調査 

 

 


